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乱流においては２次元と３次元ではエネルギーのカスケードに関して際立った

特徴の違いを示すことが知られている。３次元ではエネルギーは順カスケード

し、小さなスケールを生成するのに対して２次元ではエネルギーは逆カスケー

ド（及びエンストフィーの順カスケード）し、大きなスケールの渦を造り出す。	 

２次元乱流における逆カスケード過程は乱流に外力を加えてエネルギーとエン

ストロフィーのトランスファー及びフラックスを見る事によって理解すること

が出来るが、本講演では楕円渦の軸対称化の過程による円形渦の生成を通して

この逆カスケード過程について考察を行う。続いて軸対称化の過程で生じた円

形渦の極限としての点渦を用いての統計力学について量子乱流への応用を含め

て議論を進めたいと思う。	 

	 	 


